
若
手
句
会
実
況
中
継 

平
成
30
年
10
月
12
日
（
金
） 

 
 

 

指
導
者
：
櫂
未
知
子
氏
・
片
山
由
美
子
氏 

 
 
 
 

出
席
者
数 

18
名 

 

高
点
句 

１
位 

新
走
飲
み
干
す
肘
の
高
さ
か
な 

 

吉
田
哲
二 

６
点 

（
受
講
生
４
点
、
櫂
特
選
・
片
山
選
） 

 

講
評
：「
肘
の
高
さ
」
の
描
写
に
勢
い
が
あ
る
。（
櫂
） 

｢

高
さ｣

が
気
に
な
る
。 

「
肘
を
高
く
上
げ
」
と
動
作
に
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。（
片
山
） 

 

１
位 

秋
霖
や
客
み
な
女
な
る
書
店 

 
 

森
沢
悠
子 
６
点 

（
受
講
生
４
点
、
櫂
・
片
山
選
） 

 

講
評
：
狭
い
書
店
の
感
じ
が
出
て
い
る
。（
片
山
）「
秋
霖
」
が
良
い
。
猫
の
本

な
ど
こ
だ
わ
り
の
本
ば
か
り
置
い
て
い
る
小
さ
な
書
店
を
思
い
浮
か

べ
た
。
雨
の
日
の
雰
囲
気
が
あ
る
。（
櫂
） 

 

１
位 

惑
星
の
色
を
借
り
た
る
山
葡
萄 

 

曲
風
彦 

６
点 

（
受
講
生
５
点
、
櫂
特
選
） 

講
評
：
惑
星
は
自
分
で
は
光
り
を
発
し
な
い
の
で
、
「
惑
星
の
色
」
は
ど
ん
な

色
か
は
っ
き
り
は
し
な
い
が
、
魅
力
の
あ
る
句
だ
。
（
櫂
） 

  



４
位 

名
月
や
同
じ
形
の
鼻
並
ぶ 

 
 

山
田
牧 

５
点 

（
受
講
生
４
点
、
櫂
選
） 

 

講
評
：
鼻
が
同
じ
形
と
い
う
と
、
正
面
か
ら
見
て
い
る
の
で
す
ね
。
家
族
の
鼻

が
同
じ
形
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。（
櫂
）
美
し
い
名

月
を
詠
む
の
に
「
鼻
」
を
持
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
疑
問
で
す
。
（
片
山
） 

 ５
位 

瓶
の
蓋
す
っ
ぽ
り
開
い
て
天
高
し 

 

吉
田
林
檎 

４
点 

（
受
講
生
３
点
、
櫂
選
） 

講
評
：
い
た
だ
き
ま
し
た
が
「
瓶
の
蓋
」
よ
り
も
「
缶
の
蓋
」
の
方
が
い
い
の

で
は
。（
櫂
）「
天
高
し
」
が
分
か
り
す
ぎ
る
。
気
持
ち
の
い
い
句
で
は

あ
る
が
、
も
う
少
し
屈
折
が
ほ
し
い
。
（
片
山
） 

 

５
位 

降
ら
ず
と
も
傘
は
湿
り
て
草
紅
葉 

 

笠
原
悠
路 

４
点 

 
 

 
 

 
 

 

（
受
講
生
２
点
、
櫂
・
片
山
選
） 

講
評
：
観
察
を
し
っ
か
り
し
て
い
る
。（
櫂
）
上
五
は
類
想
感
が
あ
る
が
、「
草

紅
葉
」
が
良
い
。「
傘
は
」
で
は
な
く
、「
傘
の
」
と
し
た
い
。（
片
山
） 

 そ
の
他 

片
山
由
美
子
氏
特
選 

 

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
行
き
の
客
船
秋
の
宵 

 

菊
池
陽
子 

 
 

秋
天
へ
く
ね
り
て
松
の
太
き
胴 

 
 

上
野
犀
行 

 
 

十
月
や
靴
屋
の
靴
に
囲
ま
る
る 

 
 

倉
持
梨
恵 


